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サ クラエピの生化学的研究一Ⅱ

サクラエピの糖類について
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天然物中糖は多糖類として植物界では広く澱粉,繊維素の型で存在し,動物界では量的には遥

かに少いがグリコーケンの型で肝臓，筋肉に存在することは衆知の通りである．叉五炭糖の如

く生化学的に活性な物質の構成にあずかる糖も知られている．糖類の研究は臆紙クロマト法の

発達にともない近年急速に発展したが,水産動物に存在する糖類に関する研究は比較的少い､・

著者等は第１報')でサクラェビの一般成分について報告･したが,その中で還元糖の含有量が比j陵

的多いことを知ったので，本報告では糖類につきサクラエビ素乾品に分布する遊離糖を施紙ク

ロマト法により検索した結果,ガラクトーズ,ラムノーズ及びアミノ糖の存在を確認し得たので

以下実験の詳細を記す．

実験の部

１．試料の調製

サクラエビ素乾品からエーテル抽出によって脂肪類を除いた後，５０％アルコールを加え５０

－６０℃に４時間温浸して穂過し，穂液のアルコールを減圧下に溜出する．これに１０％の中性

酢酸鉛を加え生じた沈澱を一夜放置後臆別し，炭酸ナトリウムで中和した後蒸発乾固し，再び

98％アルコールで温浸し，アルコール抽出部を減圧濃縮更に冷却すれば糖が析出するが，こミ

に得た物質を水叉はアルコールに溶解し糖検索の試料とした．

２．定性反応

前記の試料につぎ糖の呈色反応を試桑た結果は第１表の通りである．これによるとサクラ

エビ素乾品中には一般炭水化物並びに配糖体
第１表サクラエビ中の糖類定性反応

に発色するMolish反応が強い陽性を示し，

隙hlSol蹄｡唾|F雛glO鷲aFehling氏液でも陽性であるが,一般にケ
＋’一｜＋｜＋ﾄー ズの反応と言われるSeliwanoff反応は

陰'性である．ペントーズ,ペントザン及びグ

ルクロン酸の反応ではOrcinにより陽性で赤紫色の沈澱を生じた。これを９９％のアルコー

ルに溶解すると桃色を呈するのでラムノーズの存在が推定される．

３．演紙クロマト法による糖類の確認

糖類の徳紙クロマト法は主として佐竹2)の原著及び麻布鋤,市川o等の報文に基いて行い第２表

の結果を得た．発色剤としてはアンモニア性硝酸銀及びアーリン・フタール酸を用い,展開剤と

しては１５％含水のフェノール及びブクノール,酢酸,水(4:１：１）を用いた．表で示したよう

にサクラエピ素乾品にはラムノーズ，ガラクトーズが遊離糖として存在していることが推定さ
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第２表各種糖類のＲｆ値並にサクラエビ中の遊離糖
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第２図糖及びアミノ酸のクロマトグ
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れるが,この他ブタノール,酢酸,水を用いた場合Ｒｆ０．５５に未知のスポット１個を検出した．

この未知スポットはフェノール,水を用いた場合検出できないが，これはラムノーズ叉はガラク

トーズのＲｆ価と一致しスポットが重なっているためと考え，この両者の展開剤.及びブタノー

ル,酢酸,水(４１:２）とフェノール水飽和を用いる二孜元を試みた．同一クロマトグラムを二

枚作成し,一枚は糖の反応,一枚はアミノ酸の反応（ニンヒドリン反応）により呈色せしめた．

その結果は第１及び第２図の通りである．

即ち一次元ブタノール,酢酸,水(4:１:１),二孜元フェノール,水（15％含水）に於けるク直

マトグラム（第１図）のうち，糖反応(a）により３個のスポットＳ,,Ｓｚ,Ｓ３を得，ニンヒドリン

反応(b）により８個のスポットＳ,',Ｓ２′,……S3ﾉを得た．スポットＳ２はラムノーズ，スポット

S3はガラクトーズで第２表と一致し，Ｒｆ０．６０×０．５５のスポットＳｌはフェノール,水（１５％含

水）ではラムノーズと一致するが，プタノールでは０．５５を示す未知スポットである．同一展開

剤のクロマトグラムにおける＝ンヒドリン反応によるスポット８個のうちＳ,'は糖反応スポッ

トＳ１と一致し同一物質であることがわかった．即ちこのＲｆ価0.60×0,55なるスポットは糖呈

色とアミノ酸呈色を同時に与えるアミノ糖であることを確認した．

次に展開剤一吹元プタノール,酢酸,水(4:１:２)，二次元フェノール水飽和を.用いた場合のク

ロマトグラム（第２図）のうち,糖反応(a)でＰ1,Ｐ2,Ｐ３の３個,＝ンヒドリン反応(b）でＰｉ'，

P2ﾉ,Ｐ３′,Ｐ１',Ｐ勘',Ｐｌｉﾉの６個のスポットを得たが糖反応ＰＩとニンヒドリン反応Ｐ,'は同一物質

で糖呈色,アミノ酸呈色を同時に与えた．Ｐ２はラムノーズ,Ｐ鮒はガラクトーズで第１図と同様

の結果を得た．

以上の実験によりサクラエビには遊離糖としてラムノーズ，ガラクトーズ及びアミノ糖の存

在を確認した．アミノ糖の存在に関してはＲＥ､STRoNGs,Ｊ､Ｊ・PowELL5）がＢ・Szf”〃s，

Ｂ,畑gga地”j”ｚ及びＢ､Ｃｅγ"ｓの胞子中からへキソサミンの存在を確認したのと同一の現

象であり，此のサクラエビで分離された斑点はヘキソサミンであろうと推定される．

４．プランクトンの糖類

前記実験の結果からサクラエビにラムノーズ及びガラクトーズのような一般に植物体に存在

の知られている糖類が分布していることは，索餌と深い関係があるように考えられる．依って

同地方で得られたプランクトンＰαγαcajα”ｓについてサクラエビと同様な方法で糖の検索を

行った結果ガラクトーズ，ラムノーズを検出することが出来た．然し乍らこの事実から直ちに

P”αcaZa7z"ｓがサクラエビの餌料．となり，この中の糖がエビに移;行したものと断定することは

出来ないにしても，斯かる両生物に共通の糖類が存在していることは甚だ興味のあること』､言

える．

要 約

１．サクラエビに存在する遊離糖としてガラクトーズ，ラムノーズを検出したが,同じ海域か

ら得たプランクトンにも同一の糖が存在することが確かめられた．‐

２．サクラエビ中にアミノ糖と予想される化合物が存在することを確かめた。

終りに臨み終始御懇篤な御指導を賜った柏田研一教授に謝意を表す．
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